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Von 

Dr. K. Mitsuba, S. Suehiro, T. Takaoka, und M. Tachii. 

(Aus dem Laboratorium der Mit叩ba-Klinikfiir Chirurgie in Osaka) 

Wir haben expe同mentellbestatigt, dass das beim lieus im Darm erscheinende Gas bald 

wieder durch Darmwand resorbiert wird und d制 sichjene Jastige Allgemeinsymptome nur 

erst dann zeigen, nachdem das Gas im Korper resorbiert wurcle. Spritzt man dieses Ileusgas an 

gesundem Tiere subcutan nur Iangs乱m ein, so treten bei diesem ahnliche人llgemeinsymptome

a叫 wiesie beim Ileustiere gesehen 川 rden. 

Auf Grund dieser Versuchsresultate mochten wir betonen, dass das Gas selbst免rdas 

Zustandekommen der Allgemeinsymptome bei lieus eine grδssere Rolle spielt, als andere Damト

inhalte. Daher muss bei Behandlung von lieus zunachst auf die Entfemung des giftigen Gases 

durch Darmpunktion die er邑teBeachtung zugegeben werden. 

Ubrigens ist es beim Ileustiere eine au仔allendeTatsache, dass sich der Vitamin-C-Gehalt 

in den verschiedenen Organen eine abnorme Sch¥¥・ankung beweist, obi¥’oh! diese Kenntnis bisher 

fehlt. (Autoreferat) 
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（内容抄録）

念性Lfレウス可ユ於テ庇門ヨリ瓦斯排f世／停止スルコトハ臨休 l：夙＝注目セラレタノレ所ユシテ，；；；：；
＝本症＝必草壁スル重要，特冶一ナノレ徴候ナ）！－＂＂ 拘ラズ，腸管内：民知／；革命，煎＝ヨレカ1：骨豊エ及ボス影
響＝閥シテノ、，ヰと担充分簡明セラルJレ＝イ担ラズ。

腸管内＝／l＼現スル瓦斯ハ各倒憾エ司リ，父様耳）（;;r.）レ飲食物等＝司 9テ，値・シキ差i主アルノ、勿論ナJレ
カ＼：急性L イレウス1ュ於ケル腸内J{斯ノ影響へ ソ ノ ：長＝於テモ， rt＝於テモ桜~I見スベカラザルモノ
アリ。

余等ハ貨験的＝先ヅ多激／動物品就テ， J レウス1時出現ス，レ多食ノ｝栃内J（斯ヵ・；室二欠吸~~セラルル
コトヲ；宣明シ，次ヂ他方＝於テ，探i収シタルL f レウス寸瓦斯ヲ遁背；ナ ノし }j法ヲ以テ動物健ー吸4~セシ
ムレパ，常＝短時間＝シテ特平rn頼者ナルLイレウス可制I~状ヲ起シ iやレコトヲI能メ i与タリ。
ヨレ＝ヨリテLイレウ ス「＝於ケル腸管内叉斯ノ、従米日目へラレツソアルfl!!ノ!Jlk管内容ヨリモ一層重大
ナJレ意義アルョト 7提唱セント〈。

従ヴテ臨休 i：ユ於テモιイレウス守ノ治療＝常リテハ，先ヅ第 l＝腸管穿刺＝ヨリテ内容タル瓦斯／

排除 7計Jレコトが滋モ合E弔(J~J＝ーシテ， x効果的ナルベシ。
次＝余等ハLイレウ見可日寺骨堂内各臓器／ Lグイヲミン可Cノ；分ff:i＝若シキ告書動ヲ’＇Lズノレヨトヲ認バ )jlIレ
ガ．コノ ；事資ハ又 1~1，［~ ／興味アんがf知Jlタノレベキヲ以テ， ソノ日正式ヲモ併セ漣ヴントス。

追認

本朝U'i・J、昭和10年4月， 日本外科県曾総合ユ重苦炎シタ yレモノナJレガ， リノ際質問等綴／l.¥シタルヲ以
テ，特＝ti.共／ m11;・ ／内’＇f'?＝諜解ナキヲ期スル9人議＝i沢一流ノ原秘ソノ，， 7誌、I・.ユ載ス1レヨトト
セリ。

制服i閉是正ニ際シ， f好調しイレウス寸症月！；ノ殻現ト．克ニ立tミテ」イレウス1死ノ原凶＝閥スル
従来幾多ノ研究成績ニ嫁レパ， 一ぷ性物質カ‘イス、レカノ腸管内ニ誕生シ，コレガ吸牧セラル、ガ

グメ＝起ルモノト巧ヘラレテヰ1レ犠デ、アル。

然ノレニ吾々ガ臨休上泣i邑スルLfレウス1患者ノ中＝ハ，比較的早期エヂ術ガ下際ヨク行ハレ

タ＝モ-}f1Jラス，ヂ術後忽.（！打、シテ死ノ持制ヲトルモノガアツタリ．或ハ寛験的＝腸管内容ノ1:i

性カ＼茜ダ僅微ナ／レニ拘ラス，不良ノ結決ヲ揮官ス場合ガ付j＇，~＼·アル事貿ハ雄々桜台セラレグJi)fヂ

アル。

私共ハ畳近急性しイレウス「ノ際＝於ケル腸管内J.i.斯ノ問題ヲ研究シテヨ~タガ， ソノ結札 H~

管内ノJ.[J!Trハ，従来最モ!Jj：要，，，見セラレデヰル他ノ腸管内容ニ劣ラナイ，否，ムシロソレテノモ

ノ、中毒旋w：：＝先駆シテ，しイレウス1症紙ノ？箆現ニ向ヒテ密接ナル闘係ノアルコトヲゴf：詩シj'.}
1レ成績ニi主シタト思フ。

醗ツテ考フル＝念ドkイレウス1ニ＇~~シ，最モ半ク現レ，終始スル必設ノ症j伏ハ，）ff門ヨリ瓦
斯ノ排出ガ杜絶スルコトデアル。若シモ時々ニテモJ.1.JVi"ガ！！［！”jヨリ排/I'1サレテ居ルナラパ，ソ

レハ~ニ I イレウス1 ト棉スベキモノヂナイコトハ． 臨H本上イ11J人モ~；包メテキルl1ミモ重要ナ事柄デ
アル3

反y,;j・ニコ亡しfレウス寸症Ilkガ快癒ス 1cI；~~＝於テ， (ft'.it:ニソノil椋トナ，Lモノノ、， Jfrl＇リカラノ瓦
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期排IHト云フコトデアツテ，此ノ際他ノ内容タル｜おIJ払或ハ液欣ノ内容物ヲ排出サル、コトヲ

必ズシモ要シナイノデ・ア7［；。

主n:Jl:l-L斯／排出サル、ヵ，否カハ， l究ニ本症ト深イ閲係アyレエ閲ラズ，従来，腸内瓦斯ノ問

題＝就テノ研究ガアマリ行ハレテヰナイコトハ．ムシロ奇トスベキデ、アyレ。

丈献ニヨツテ見yレニ．特ニ腸管内ニ費生スルコトノアル猛市瓦斯， IWチ， 硫化水素， Lメタ

ン「，殊ニLメチーfレメルカプタン1，或ハLベンタメチレン，ヂ、アミン 1, ノ如キモノヲ捉へテ，

少シク研究セラレタコトガアルガ（1)(2），コレラハ多ク腸管ノ下部，特ェ主トシテ大腸ェ於テ産

生セラレ，臨＇＊上遭遇スル多クノ主化ナルしイレウス寸ト常ニ筏接ナル開係アリトハ思ハレナイ。

共ノ他腸内JU折ニ就テノ記誠（:i）へ Lガス寸ガ腸管内陸ヲ充進サスト云フ事柄ニ就テ研究サレタ

モノノミェ限ラレテヰ／l枝デアル。

私共ハ特ニ Lイレウス寸ノ：初期カラ閉塞上古I）腸管内ニ！移シキ量ノ JD~「「ガ IH現スルコトヲ認メ，

而モ此ノlL.斯へ腸内服ガ一定時間相首高ク持続シテヰル揚合ニハ．可ナリノ量＝於テ，刻々，

恐ラクハ腸管壁カラ吸牧セラレ得ルコトヲ誰明シタ。

吏ニ叉私共ハ他方ニ於テv」イレウスガス寸ヲ探取シテ置イテ，

皮下気腫ヲ作Yレコトナク，健康動物ノ皮下ニ持鶴注入ヲ行ハパ，短時間ニ例外ナクLイレウス寸

ゴレヲ極メテ微量宛，決シテ

ニ illダ類似シタ症月｝~ヲ起シf'Jルコトヲ経験シタ n

犬瓦斯量比較表（低fi'l:Lイレウス寸）

｜採以京其！？量 l殺直後場留京新

｜，附 cc I 
(in 12 st.) I 
I 973 cc ! 

I t （…（ ~56 ,.., •t. I 
320 6 I 
297 8 i 
585 cc 
(in臼 st.

H' 15 JO 144 20 
70 25 " 
'1 1:>8 30 
I 50 35 
I 48 40 
¥ fiO 53 

1416 cc 
in 95 ≫t. 
1129 ！） ” 
I 136 l::l " 
I 15:l 20 
I 278 31 

¥'; 44 155 61 
296 65 
157 70 
:rn 95 

腸内 88cc 
胃内 285"

腸内 260cc 
胃内 380 " 

今コレラノ成績ヲ表ニ就テ説明スレバモ欠ノ続デアyレ。

第 I表

E黒毛長犬；
6000 0 ! 
（麻酔過？ ) • 

I量黒犬
7600 a 

Y1'1擬犬
55υli♀ 

JC斯w取袋［置第 I園

瓦
舟
故
由
収
慌
歪

腸内 12occ
胃内 288"

w 1'1褐J注
目350 ♀
（局脚）

困

!J4凶＇・後手立
腸内 300cc
胃内 470"

。VlH！京茶
7HOO中
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表＝見ル如ク動物ノ異yレニ従ヒ，又麻酔ノ如イ1iJニヨリテ，採取JL.斯量＝ハ目首著シイ差ハア

ルガ， Lイレウス1中採取シタ瓦斯量ト末期ニイタリテ動物ヲ殺シ． ソノ腸管内ヨリ取リ出シタ

瓦斯量トノ間＝ハ，甚ダシキ差ガアツテ，コノ差ガ悉ク暖気叉ハ幅吐ニヨリテ排出サル、トハ

考ヘラレナイ，必ズヤLイレウス1ノ進行ニツレテ相首量腸管壁カラ吸収サル、コトヲ想ハザル

ヲ得ナイ。

安＝腸内歴ノi胡係デアルガ，コレハ既＝松本氏（4）等ノ報告＝モアル如ク，腸閉塞ノ進行間

引先ヅ著ク克進スルガ，一定時期ニ於テ下降シ始メ．ラ｜ミ期ニイタレパ大凡ソ最大塵ノ字分位

トナル．コレハ勿論腸管壁緊張ノ減弱トイフコトエモ闘係ガアルガ，吾々ガ瓦斯採取試験＝見

タルガ如ク，腸内瓦斯ハ漸次増加スルモノデアルカラ，軍ニ腸管緊張ノ減弱ノミニヨリテ無制

限＝内匪ノ上昇ヲ調節（低下）セシムルコトハ到底不可能ト巧へナケレパナラヌ。又閉塞後種々

ナル時間＝於テ開腹シテ見ルエ，~＇ラズシモソノ末期ノ方ガ，腸管膨満ノ度ガ著ク強イト云7

コト＝限ラナイ書貰カラモ首肯シ得ラレル。

次＝叉レントグン像ニアラハレタ腸内瓦斯ニ就テ見yレニ，健康時＝ハP百ド存在シナイ小腸内

ノ瓦斯像ハ疏藤教授（J）等ガ夙＝唱ヘラレタル如ク， Lイレウス「ノ重要ナ徴候デアツテ，此ノ瓦

斯ハ一定度マデハ時間ト共ニ増加スルガ，然シ毎常Lイレウス寸／進行ニ卒行シテ無制限＝腸管

内＝蓄積サレルト云フ詩ノモノデハナイ。

以上ノ事柄カラ， Lイレウス「ノ｜努＝漸次腸管内ニ出現シテ来yレ，瓦斯ハ内歴ガ一定度マデ充

進スレパ，相官量＝於テ吸牧セラレルモノデアルト云フコトヲ大鰐認メザルヲ得ナイト思7

ガ，私共ハ更ニヨ欠ノ寛験ニヨリテコレヲ確メ得タ。

第 2表犬瓦斯注入試験（噴置小腸管）
子術後24日目試験

経過｜ l I i 皿 政
時間｜注入京耕民！腸l嚇｜棚｜瓦中l沃度｜建齢
I I I 1「クロール」｜酸値｜窒素

I I 1ーl.5mm.i38.8 I 0.463 I 0.250 I 0.358 
注入前｜ I :{0 I 

I i (40-26) I 
注入 MAI 193 cc I 18 I 
L;) st. I i (20-14) I 
1 首 I38.5 

2 .. I ; io i 38.4 I o.33!1 
2.5., I t io : I 
：司 I 8 I :18.4 I 0.342 
:{ 5・・ I 10 
4 ,. I ' 10 
I ! 28 

迫力aij：入1 140 cc I (30-26) 

I 20 (24ー18)I 38.0 I 0.31'.! 
16 
I c18一12
' 14 

空” I i 14 
4 ・ i I l'.!-K 

8叫 IC残留すス恥）I o 

第 2表

0.454 

38.:J 0.334 

4.5” 

。”
•).')” 0.258 0.542 

。00
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手術後6日目試験

注 入 前

注 入

0.5 st. 

1 
” 

這加法入

1.5 

2 

2.5 

4 

6 
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腸内懸

0-1 mm  

llO mm  46 

38 
（中 止） 25 60 cc 

20 

18 

14 

13 

止 。

骨豊 温

39.4 

39.0 

38.7 

38.6 

38.7 

38.8 

38.'l 

S9.0 

39.6 

血 液

血中｜浸絵
Lクロール， I窒 素

0.404 I 0.484 

0.512 

0.365 

本成績＝見ル如ク一定度マデLイレウス寸瓦斯ヲ職人シテ， Tじ進シタ腸内麿ハソノ後時間ト共

ニ漸弐下降シテ参リマス。而モ最後ニ再ピ採取シタ瓦斯量ハ本質験ノ範園ニ於テハ輸入瓦斯量

ノ1/3乃至1/4位＝シカ相官シナイト云フ事貰ハ，明カニ吸牧セラレタモノト考へナケレパナラ

ヌ。

コ、デ序デ＝；事べ度イノハ，南i位腸閉塞ニI~完シ，閉塞下部腸管，叉ハ下部腸管内容ノ毒性問

題デアル。如是ク私共ノ行ツタ貫験ハ，空腸ノ可ナリ上部ヲ閉塞シ，ソレ以下ノ大部分（全小腸

ノ1/2以上）ノ小腸ヲ瞬置シテアルニ拘ラズ， （尤モ下端ハ皮下＝開口シテアルガ， コレハ旺門

トモ考ヘテ差問ナイ），此際決シテ I 'fレウス.，1賞候ヲ起サズ，今日マデ長キハ一ヶ年以上モ元

気ニ生存シテヰルモノガ‘アル。コレダケノ事例ヲ以テ，下部腸管ノ毒性ヲ否定スル＝充分ナル

説明ニハナラヌカモ知レヌガ，少クトモ閉塞下部腸管ニ薫キヲ置クコトハ徐程考ヘモノデアル

ト思フ。

毛穴ニカクシテ採取シタLイレウスガス「ヲ，私共ノ考案シタ静脈内持続注入装置ノ一部ヲ使用

シテ，家兎海夜等ノ皮下＝極ク微量宛，持縮的ニ注入シタノデアルガ， ソノ代表的ナモノノミ

ヲ第3表以下ニ表ハシタ。

Lイレウス1ニ際シテ lifナリ早期カラしヒポトニ ~1 ノ症候，郎チ血歴ノ下降，全身筋肉ノ弛綾

ガ起ルガ，特＝私共（G）ハ従来カラ寅験動物（家兎）ニ於テ勾常認ペ写yレLヒポテルミー寸ニ着目

シテヰル。

臨休例デハ種々ナ僚件ガ力日ツテ，必ラズシモ韓温ガしズプノルム.， ＝下降スルコトハ少イガ，

然シ少クトモ炎筒ヲ件ハナイLイレウス寸ニ在リテハ他ノ多クノ重症疾患ト異リ，熱ノ上昇ガ全

然ナイカ，或ハ：甚ダ僅微デアyレコトハ周知ノ事寛デアル。

賞験動物，特ニ家兎ノ如キモノハ，展々しイレウス1ノ初期カラ著ク鰐温ノ下降スルコトガ多

ィ。 Lムスケルトーヌス寸ェ就テモ，遁首ナ方法デ之ヲ計測スレパ商白イト思フガ，烏潟教授
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等(i）ノ直腸膨大部ノ聞大ト云フコトハ臨休上甚ダ重要ナルLイレウス1ノ症状デアルト思フ。

J7 

" 

千
件I

－~：U,，，ゐ

第 5園瓦斯注入装置

第 5表 Eイレウス1

え窟" ,, ，，川＂ ,, ,, )) Jゐ

JI 

、，・ 21 28 



a‘ 

J> 

jf-
・:i. 

3今 ←一一崎，.，

占
入

三務；・米厳・高岡・立弁，貨験的急性Lイレウス1ノ研究 14?, 

京新注入

4 2・117, /3 品店拍円叫内 抗 U ,, U 怯百

Lイレウスガス1注入ニヨリ，動物ノ熱型ハ甚ダLイレウス寸ノ場合＝酷似シテヰル，又同時ニ

筋緊張ハ俄カニ弱クナリ，旺門検温＝際シ旺門部ノ著ク弛経シテヰルコトモ甚ダLイレウス1ニ

類似ナ賠デアノレ。

向ホ瓦斯注入ヲ中止シテ後，症j伏ガ一時間復シタト思ハレタ動物ガ，数日後，何ラ原因ノ認

ムベキモノナク卒然死亡シタ2例ガアル（」イレウス寸ノ後死ニ比スベキカ）。

第 4表家兎血液

血＂＇路 3長
Jfil 沃 酸値

残 窒
1青 度 官主 素一

(in 100吋 (in Jee) (in iee) 

健 ；・旬r; NaClg 仁C mg 

（仰lj5平均）
0.345 0.318 0.352 

(0.388 -O.::lrn) ( 0.341--0 .301) (0.372-0.3:l5) 

Lイ レウス可 0.278 0.489 0.478 
(10例平均） (0.317-0.178) (0.540-0.376) (0.600-0.3i6) 

Mil 0.3~2 0.301 0.3:12 

叉 17披 十一

fま 0.308 0.330 0.381 

新 あl o.a65 0.366 0.411 
15披

注
後 0.346 0.410 O.tHI 

前 0.336 0.350 0.364 

9 盟主
、

入
後 0.327 0.352 0.382 

モ欠＝私共ハLイレウス’ノ際ニ現ハレル血液ノ慶化ノ中， Eを徐窒素，血中Lクロール寸，血清沃

度酸値（8）ヲ瓦斯注入ノ動物＝就テ検査シクガ， イズレモLイレウス「＝類似シタ成績ヲ得タ。
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最後＝私共ハ Lイレウス寸ノ揚合，艦内臓器ノLウ守イタミン.，c含有量ヲ詳細ニ測定（9)(10）シテ

見タガ，表＝於ケル如キ甚ダ興味アyレ結果ヲ得タ。
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Lイレウスガス寸注入ノ揚合，一定時期＝コレヲ失血致死＝陥レ直＝各臓器ノLヴィタミン寸ci 

量ヲ測定スルと＝－，叉Lイレウス寸ノ；場合＝於ケJレ重ナ1レ費化ト符：合スル結果＝到達シタ。

針j照トシテ行ツタ飢餓動物ノ成績へ高位しイレウス寸ハ勿論，低位LイレウスI Iソレトモ徐

程ノ相違ガアル様＝思ハレル。

此ノ結果ヨリ考ヘルト最近低位Lイレウス寸ヲ飢餓ニ比スベシ H云フ．一部ノ研究者（JI）ノ説ニ

ハ漣カ＝賛意ヲ表シ難イ。

以上ノ成績ヲ綿括シテ， Lイレウス1ノ際ニ於テ，腸内Lカース・ノ問題ハ特ニ重要視シナケレパ

ナラヌコトヲ提唱シ度イト思フノデアル。

以上笹ベタ吾々ノ成績カラ，吾々ハ臨休上しイレウス「ノ治療＝常リテハ先ヅ以テ腸内容，特

ニ腸内瓦斯ノ排除ヲ民先ニ行フコトェ努メネパナラヌ。コレニハ開腹時，先ヅ腸管穿刺ヲ行ヒ

テ，然ル後」イレウス「本来ノ手術ヲ行フベキハ勿論デ、アルガ，少クトモ嬬動不安，腸強直等ノ

症妖ガ一定時間持続スルカヨnキ揚合ニ於テハ，タトヒ或ハ直チ＝開腹手術ヲ行ハナクテモ緩解

スルカトモ思ハレテ，経過ヲ観察シテヰル際ニ在リテモ，一方屡々胃洗樵ヲ行フ外，臨機腹壁

＝小切開ヲカ日へ，膨満セル腸管＝穿刺ヲ反覆シテ，少クトモLイレウス1症AAノ進行ヲ阻止スル

コト＝努ムベキモノデアル。

カクスルコトニヨリテ，吾々ハ本症ノj橡後ヲ一段ト良好ナラシメ得1レニイタノレモノト信ズル。

（昭和10年3月29日）
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